
 
 

 

 

 

 

 

１ 調査目的 

  第三次子どもの貧困対策計画 （R７～５カ年）策定の参考とするため、子どもの生活実態、

学習環境や保護者を含めた支援ニーズ等を把握する。 

   

※参考：共同実施 18市町 

    ７月実施：大阪市、池田市、枚方市、富田林市、河内長野市、羽曳野市、門真市、摂津市、

四條畷市、交野市、能勢町 

９月実施：豊中市、守口市、八尾市、泉佐野市、和泉市、柏原市、大阪狭山市 

  

 

２ 調査対象、調査方法および実施期間 

 

  調査対象：小学５年生・その保護者（４，０００世帯） 

       中学２年生・その保護者（４，０００世帯） 

  調査方法：18市町を除く地域の住民基本台帳より無作為抽出した８，０００世帯に対して、調

査票を郵送し、回答を得たもの。 

  実施時期：令和５年７月上旬～７月 31日 

 

 

３ 回収率 

  （令和５年８月２４日時点速報値） 

小学５年生     ２９.４％ （回収数１,１７４人/WEB回答 8.8％/紙回答 20.6％） 

   小学５年生の保護者 ２８.７％  (回収数１,１４６人/WEB回答 8.4％/紙回答 20.3％）   

中学２年生     ２６.９％ （回収数１,０７５人/WEB回答 10.4％/紙回答 16.5％） 

   中学２年生の保護者 ２５.８％ （回収数１,０３２人/WEB回答 9.4％/紙回答 16.5％） 

※保護者票のみ、子どものみの回答があったため、小中学生の回収数と保護者の回収数に差

が生じています。 

 

  （府域全域） 

小学５年生     ５７．４％ （回収数１８,０４６人/WEB回答 18.9％/紙回答 50.0％） 

   小学５年生の保護者 ５５.３％ (回収数１７,４３３人/WEB回答 14.1％/紙回答 49.7％）   

中学２年生      ５３．５％ （回収数１５,７００人/WEB回答 18.0％/紙回答 45.9％） 

   中学２年生の保護者 ５１.０％ （回収数１４,９６８人/WEB回答 13.7％/紙回答 45.2％） 

※保護者票のみ、子どものみの回答があったため、小中学生の回収数と保護者の回収数に差

が生じています。 

大阪府子どもの生活に関する実態調査の回答結果集計（単純集計）について（概要） 
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